Several Opinions on 九品 (Chiu P\u27 in) System by 矢野 主税
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
矢
野
主
税
　
　
　
　
　
序
　
現
在
の
学
界
に
お
い
て
は
、
魏
晋
時
代
以
降
の
選
挙
制
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
た
九
品
と
い
う
語
が
、
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
の
、
一
定
し
た
見
解
が
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
例
え
ば
、
九
品
の
語
が
最
も
早
く
用
い
ら
れ
た
も
の
と
し
て
魏
志
（
2
2
）
陳
群
伝
に
、
　
「
制
九
品
官
人
之
法
群
雲
建
也
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
実
は
こ
の
記
事
の
読
み
方
、
解
釈
、
共
に
学
者
に
よ
っ
て
大
き
な
相
違
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
魏
晋
時
代
の
政
治
理
解
の
為
に
は
、
是
非
と
も
こ
の
九
品
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
諸
説
の
整
理
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
先
ず
、
こ
の
調
査
の
為
の
手
掛
り
と
し
て
、
陳
承
伝
と
同
様
に
、
魏
代
に
お
け
る
最
も
早
い
時
期
の
、
九
品
に
つ
い
て
の
記
事
、
即
ち
、
魏
志
（
2
3
）
学
林
伝
斐
注
漸
悟
略
に
み
る
、
　
「
先
導
国
家
始
制
九
晶
。
各
使
諸
郡
選
置
中
正
。
差
叙
自
公
卿
以
下
至
情
筆
才
功
徳
喋
々
所
任
。
」
と
い
う
も
の
を
利
用
し
た
い
。
こ
の
記
事
も
実
は
可
な
り
問
題
の
あ
る
記
事
で
あ
る
が
、
先
ず
、
こ
の
記
事
の
解
釈
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
か
を
述
べ
て
み
よ
う
。
第
一
　
宮
　
崎
　
氏
　
説
　
宮
崎
市
定
氏
は
そ
の
著
「
九
晶
官
人
法
の
研
究
」
の
中
で
、
こ
の
記
事
を
、
「
是
よ
り
先
、
国
家
始
め
て
九
品
を
置
く
。
各
諸
郡
を
し
て
中
正
を
竜
脳
せ
し
め
、
公
卿
よ
り
以
下
郎
吏
に
至
る
ま
で
、
功
徳
才
行
の
糾
う
る
所
を
差
叙
せ
し
む
」
（
同
上
書
噂
一
9
）
と
よ
み
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
　
「
こ
こ
に
公
卿
よ
り
以
下
郎
吏
に
至
る
ま
で
と
、
現
任
官
の
審
査
を
中
正
の
任
務
と
し
た
点
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
中
正
の
最
初
の
目
的
で
あ
り
、
ま
た
九
品
官
人
法
の
硯
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
書
℃
一
2
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
宮
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
ω
魏
朝
が
九
品
を
制
し
、
ω
（
空
聾
が
）
洋
帆
を
し
て
中
正
を
選
ば
し
め
、
㈹
そ
の
中
正
を
し
て
公
卿
か
ら
郎
吏
に
い
た
る
、
現
任
官
の
審
査
を
さ
せ
た
、
ω
こ
の
現
任
官
の
審
査
が
中
正
設
置
の
目
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
説
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
連
る
も
の
に
、
岡
崎
博
士
、
宮
川
博
士
及
び
筆
者
の
説
が
あ
る
。
岡
崎
博
士
は
「
九
品
中
正
考
」
（
翻
瀞
縢
認
㎎
）
に
お
い
て
、
　
「
故
に
そ
の
（
中
正
の
）
差
叙
し
た
所
の
品
状
な
る
も
の
が
果
し
て
台
閣
が
官
を
採
用
す
る
唯
】
の
標
準
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
難
い
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
氏
は
中
正
が
公
卿
よ
り
郎
吏
に
至
る
人
々
の
晶
状
を
差
叙
し
た
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
宮
川
博
士
は
別
に
詳
論
は
さ
れ
な
い
が
、
早
引
の
記
事
を
、
殆
ど
宮
崎
博
士
と
同
様
に
読
ま
れ
て
い
る
（「
・
ｳ
制
度
の
研
究
」
宮
川
氏
著
「
六
軌
…
史
研
究
に
政
治
・
社
A
黙
管
棚
所
収
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
氏
の
考
は
察
せ
ら
れ
る
。
更
に
筆
、
者
も
亦
宮
崎
博
士
の
読
み
方
に
従
う
が
、
た
だ
宮
崎
博
士
は
、
現
任
宮
の
内
容
と
し
て
、
後
漢
官
僚
を
主
と
し
、
魏
国
官
僚
を
も
加
え
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
（「
纒
i
官
人
法
の
研
究
」
殉
δ
O
）
、
筆
者
は
逆
に
、
魏
国
官
僚
を
主
と
し
、
後
再
現
任
官
を
加
え
た
も
の
と
考
え
た
点
（
魏
「
三
脚
暢
の
中
正
制
と
門
閥
“
到
会
」
艮
大
定
詰
第
八
樹
）
）
が
異
っ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
批
判
を
加
え
ら
れ
た
の
は
越
智
重
明
氏
で
あ
る
。
一
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
第
二
　
越
　
智
　
氏
　
説
　
越
智
氏
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
　
「
こ
れ
は
諸
郡
の
太
守
に
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
出
身
で
中
正
の
任
に
た
え
る
も
の
を
予
め
撰
ば
せ
、
そ
れ
を
中
央
か
ら
改
め
て
転
籍
し
た
が
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
公
卿
以
下
郎
ま
で
の
宮
人
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
の
を
物
語
っ
て
い
る
。
」
（
「
九
ロ
m
銭
入
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
東
洋
学
郭
4
6
の
2
）
P
5
8
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
解
釈
の
正
し
い
こ
と
の
支
え
と
し
て
、
通
典
（
1
4
）
選
挙
典
歴
代
制
、
中
の
項
の
割
注
に
、
　
「
按
九
品
之
制
。
初
因
後
玉
虫
安
中
、
天
下
興
兵
、
衣
冠
士
族
多
離
本
土
。
欲
徴
源
流
、
遽
難
首
桶
。
諸
氏
革
命
、
州
郡
県
倶
置
大
小
中
正
。
各
以
本
処
人
任
。
諸
府
公
卿
及
台
座
素
図
有
徳
充
才
盛
者
為
之
。
区
別
所
管
人
物
、
定
為
九
等
。
」
と
あ
る
も
の
を
引
用
さ
れ
て
い
る
（同
纔
_
文
、
註
2
3
参
照
）
。
従
っ
て
、
氏
に
よ
れ
ば
、
ω
中
央
（
政
府
）
が
九
品
を
制
し
、
ω
中
央
（
政
府
）
が
諸
郡
太
守
に
中
正
を
予
め
撰
ば
し
め
、
㈹
そ
れ
を
中
央
（
政
府
）
は
改
め
て
差
叙
1
こ
の
場
合
通
典
に
よ
っ
て
、
任
官
の
意
を
含
む
と
す
べ
き
で
あ
る
一
し
た
が
、
そ
の
郡
中
正
任
用
の
範
囲
は
公
卿
か
ら
郎
に
至
る
ま
で
の
官
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
さ
て
、
第
一
説
と
第
二
説
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ω
の
中
正
設
置
の
目
的
は
一
応
省
い
て
考
え
る
と
、
㈲
の
点
が
極
め
て
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
説
で
は
、
中
正
が
公
卿
以
下
郎
吏
に
至
る
官
人
を
差
叙
し
た
と
い
い
、
第
二
説
で
は
公
卿
か
ら
郎
に
至
る
人
々
の
中
か
ら
中
正
を
差
叙
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
は
、
実
は
差
叙
の
意
味
を
ど
う
と
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
後
に
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ま
は
ま
ず
、
両
説
を
検
討
す
る
為
に
、
前
述
の
記
事
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細
な
調
査
を
試
み
て
お
き
た
い
。
　
さ
て
、
前
引
墨
皆
伝
注
引
魏
略
の
記
事
の
中
、
　
「
国
家
歯
糞
九
品
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
、
ω
国
家
と
は
一
体
何
を
さ
す
の
か
、
回
九
品
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ω
　
国
家
と
は
一
体
何
を
さ
す
か
に
つ
い
て
考
え
る
為
に
、
二
、
三
の
例
を
引
二
用
し
て
み
よ
う
。
　
ω
　
魏
志
（
8
）
公
孫
度
伝
静
注
引
魏
略
　
　
魏
略
日
。
国
家
知
淵
両
端
。
而
恐
遼
東
吏
民
為
淵
所
掌
。
故
公
文
下
県
　
東
。
因
赦
命
日
。
告
遼
東
論
詰
将
校
吏
民
。
逆
賊
孫
権
遭
遇
乱
階
。
因
其
先
　
人
劫
略
州
郡
。
遂
成
襲
撃
。
　
ω
　
魏
志
（
9
）
夏
侯
尚
伝
玄
の
条
流
注
引
魏
略
　
　
後
中
書
令
欠
。
大
将
軍
諮
問
朝
臣
。
誰
可
補
者
。
或
指
向
（
李
）
豊
。
豊
　
難
知
此
非
顕
選
。
而
自
以
連
管
国
家
。
思
附
至
尊
。
因
伏
不
辞
。
　
㈲
　
書
志
（
2
1
）
衛
凱
伝
斐
墨
引
崩
書
　
　
太
祖
使
萄
或
問
観
。
凱
以
為
、
西
方
諸
将
。
皆
竪
未
屈
起
。
無
考
天
下
　
意
。
筍
安
楽
目
前
而
已
。
今
国
家
厚
加
爵
号
。
得
其
所
志
。
非
有
大
鷲
。
不
　
審
議
変
也
。
宜
為
後
図
。
　
ω
　
呉
志
（
9
）
魯
皆
伝
　
　
因
責
数
（
関
）
羽
日
。
国
家
区
区
、
本
以
土
地
借
諸
家
者
。
吉
家
軍
営
。
　
遠
来
無
以
為
資
也
。
今
已
得
益
州
。
既
払
奉
還
馬
飼
。
但
求
三
郡
。
又
不
従
　
命
。
語
群
究
寛
。
坐
有
一
人
日
。
蝿
叩
地
者
惟
徳
所
在
耳
。
何
常
之
有
。
　
（
魯
）
粛
励
声
呵
之
。
辞
色
甚
切
。
羽
黒
刀
起
言
振
。
此
自
国
家
事
。
是
人
　
何
知
。
目
使
之
去
。
　
㈲
　
疑
点
（
9
）
呂
蒙
伝
　
　
蒙
又
密
陳
計
策
日
。
今
征
蒼
蒼
南
部
。
播
璋
住
白
帝
。
蒋
首
将
游
兵
万
　
人
。
循
江
上
下
。
応
敵
所
在
。
蒙
為
国
家
。
前
芸
喪
陽
如
此
。
何
憂
於
（
曹
）
　
操
。
禽
鳥
於
（
関
）
羽
。
　
（
孫
）
権
深
納
其
策
。
　
⑥
　
魏
志
（
／
5
）
張
既
伝
斐
注
引
魏
略
　
　
（
游
）
楚
為
人
慷
慨
。
…
…
黒
和
中
諸
葛
紫
黒
鷺
流
。
吏
民
騒
動
。
…
…
　
召
会
吏
民
。
謂
之
日
。
太
守
無
恩
徳
。
今
蜀
兵
至
。
諸
多
吏
民
皆
已
応
之
。
　
此
亦
諸
卿
富
貴
之
秋
也
。
太
守
忍
者
国
家
守
郡
。
義
在
必
死
。
…
…
今
東
二
　
郡
己
去
。
必
将
憲
来
。
但
可
堅
守
。
我
国
家
救
到
。
憲
必
去
。
是
為
一
郡
守
　
義
。
人
人
獲
爵
寵
也
。
若
官
救
不
到
。
蜀
攻
日
急
爾
。
蕊
取
太
守
以
降
。
未
　
為
晩
也
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
み
る
に
、
ω
の
公
孫
淵
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
公
孫
度
肝
本
文
の
、
　
「
明
帝
即
位
。
拝
淵
揚
烈
将
軍
、
遼
東
太
守
。
淵
遣
使
南
通
孫
権
。
往
来
賂
遺
。
」
と
あ
る
も
の
に
対
す
る
注
の
一
部
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
国
家
は
天
子
の
意
に
と
る
べ
く
、
直
接
的
に
は
正
比
を
指
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
次
の
㈲
夏
侯
玄
伝
の
注
は
、
そ
の
伝
の
本
文
、
　
「
大
将
軍
徴
聞
其
謀
。
請
豊
相
見
。
豊
不
知
而
往
。
即
殺
之
。
」
と
い
う
も
の
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
本
文
に
は
、
そ
の
前
に
、
　
「
中
書
令
三
豊
三
宿
為
大
将
軍
司
馬
三
王
所
親
王
。
然
私
心
在
玄
。
遂
結
皇
后
父
光
禄
大
夫
張
紺
。
欲
以
下
輔
政
。
豊
三
内
握
権
柄
。
子
尚
公
主
。
」
と
み
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
い
う
国
家
と
は
、
王
室
と
か
天
子
と
か
の
如
き
意
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
次
の
記
事
は
衛
槻
伝
に
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
外
面
的
に
は
服
従
し
て
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
信
用
し
か
ね
る
関
西
の
諸
将
に
対
す
る
態
度
を
、
曹
操
が
荷
藪
に
た
ず
ね
た
も
の
で
あ
る
。
時
に
鍾
懸
が
司
隷
校
尉
と
あ
る
か
ら
（
性
悪
2
1
衛
凱
伝
襲
注
引
魏
書
）
建
安
五
年
頃
の
こ
と
（
魏
志
1
3
鍾
翻
伝
）
、
即
ち
魏
公
国
建
国
の
か
な
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
国
家
は
後
漢
王
朝
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
　
次
の
剛
志
魯
粛
伝
の
記
事
を
見
る
に
、
こ
れ
は
職
権
が
劉
備
を
助
け
て
益
州
を
得
さ
せ
た
後
の
、
荊
州
の
地
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
の
話
で
あ
る
。
こ
の
国
家
を
理
解
す
る
為
に
、
同
坐
風
諭
に
ひ
く
下
書
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
即
ち
、
「
粛
日
不
然
。
始
与
予
州
観
於
三
蔵
。
予
州
退
避
。
不
当
一
校
。
計
冥
慮
極
。
志
勢
催
弱
。
図
欲
遠
蜜
望
不
及
。
此
主
上
於
慾
予
州
週
評
無
様
適
所
。
不
愛
土
－
地
。
云
々
。
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
予
州
と
い
う
の
は
劉
備
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
魯
粛
伝
の
荒
家
と
い
う
の
は
こ
の
予
州
即
ち
劉
備
に
あ
た
り
、
土
地
を
か
し
た
と
い
う
国
家
は
、
主
上
即
ち
孫
権
を
さ
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
国
家
は
主
上
、
天
子
の
意
と
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
　
次
の
呂
蒙
伝
の
記
事
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
れ
は
呂
蒙
の
孫
権
に
対
す
る
献
策
の
中
の
国
家
で
あ
る
か
ら
、
呉
の
国
、
或
は
陛
下
、
何
れ
と
も
と
れ
る
用
法
と
思
わ
れ
る
。
　
最
後
の
張
既
伝
識
量
略
に
み
る
国
家
は
、
　
「
我
国
家
救
到
。
憲
必
去
。
…
…
若
感
心
不
到
。
蜀
攻
日
急
坂
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
家
目
官
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
官
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
は
天
子
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
宋
書
（
9
4
）
戴
法
興
伝
に
、
　
「
廃
帝
年
己
台
長
。
凶
志
転
成
。
欲
有
所
為
。
法
興
毎
回
禁
制
。
毎
謂
帝
日
。
官
所
為
毛
頭
。
欲
野
営
陽
耶
。
帝
意
稽
不
能
平
。
…
…
（
華
）
乞
児
因
此
告
帝
日
。
外
間
云
宮
中
有
両
天
子
。
官
是
一
入
。
戴
法
興
是
一
人
。
官
在
深
宮
中
。
人
物
不
相
接
。
云
々
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
官
は
正
に
天
子
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
意
に
従
え
ば
、
上
述
の
国
家
の
救
は
、
天
子
の
救
援
と
い
う
如
き
意
味
と
と
れ
よ
う
。
　
以
上
の
如
く
、
当
時
の
国
家
の
用
法
に
は
、
大
別
し
て
、
第
一
に
は
国
家
或
は
政
府
を
指
す
場
合
と
、
第
二
に
は
、
天
子
或
は
王
室
と
い
う
如
き
意
に
用
い
ら
れ
る
場
合
と
の
二
つ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
　
「
先
時
国
家
始
制
九
品
」
と
い
う
時
の
国
家
は
、
果
し
て
何
れ
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
九
晶
が
始
め
て
制
せ
ら
れ
た
時
の
記
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
全
く
同
じ
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
勿
論
、
魏
志
（
2
2
）
陳
群
伝
の
九
品
制
定
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
常
林
伝
襲
注
引
創
見
の
記
事
と
、
こ
の
陳
群
伝
の
記
事
を
比
較
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
は
と
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ま
、
魏
志
陳
群
伝
の
関
係
す
る
と
こ
ろ
を
引
用
す
る
に
、
　
「
文
混
在
東
宮
。
深
玉
器
焉
。
待
以
交
友
之
礼
。
…
…
霜
雪
王
位
。
封
群
昌
　
　
　
　
ゾ
テ
　
シ
　
　
ト
　
　
セ
ソ
ム
　
ヲ
　
ニ
ス
ル
ノ
　
ヲ
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ツ
ル
武
並
侯
。
徒
心
尚
書
。
制
九
品
。
官
　
人
皆
法
。
群
所
建
也
。
」
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ニ
　
レ
　
　
レ
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
こ
う
よ
む
の
が
正
し
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
読
む
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
場
合
、
文
金
の
命
に
よ
っ
て
、
陳
群
は
九
品
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
制
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
、
前
引
常
林
伝
引
魏
略
で
は
、
　
「
国
家
始
め
て
九
品
を
制
す
」
と
し
て
い
る
。
す
る
と
、
九
品
を
制
し
た
国
家
と
い
う
の
は
、
天
子
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
直
接
に
は
四
竃
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
こ
の
記
録
は
、
「
先
に
文
帝
が
始
め
て
九
品
を
制
し
た
が
、
云
々
、
」
と
い
う
ふ
う
に
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
＠
、
で
は
次
に
、
こ
こ
に
み
る
九
品
と
は
何
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
九
晶
に
は
、
中
正
制
に
お
け
る
九
品
と
、
官
階
に
お
け
る
九
品
と
が
あ
っ
た
こ
と
、
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
い
ま
、
九
品
に
関
す
る
諸
説
を
み
る
に
、
ほ
ぼ
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
D
岡
崎
博
士
説
（
「
九
品
巾
正
考
」
（
南
北
姐
に
お
け
る
社
会
経
済
制
度
）
所
収
）
（　
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
魏
時
代
に
既
に
官
品
の
等
差
の
あ
っ
た
こ
と
丈
は
確
か
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
果
し
て
魏
の
全
盛
期
即
武
、
文
、
明
の
三
代
間
に
成
法
と
な
っ
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
っ
て
、
余
は
む
し
ろ
人
物
を
九
等
に
次
第
す
る
法
先
づ
存
し
、
そ
れ
が
次
第
に
拡
張
せ
ら
れ
て
官
階
に
ま
で
も
応
用
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
」
（
同
上
書
男
N
O
O
l
N
O
一
）
と
さ
れ
、
こ
の
人
物
を
九
等
に
次
第
す
る
法
と
い
う
の
は
、
「
故
に
九
等
法
は
書
誌
の
説
に
よ
り
て
班
固
の
甑
別
法
を
採
用
し
、
陳
群
が
之
に
よ
り
て
法
を
た
て
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。
…
…
山
勘
人
物
を
品
題
す
る
習
慣
が
、
や
が
て
九
品
を
以
て
人
物
を
甑
卸
す
る
法
に
進
展
す
る
と
い
う
王
氏
の
考
へ
方
は
、
余
輩
は
正
当
な
判
断
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
寺
男
N
O
一
一
N
O
N
）
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
明
か
な
如
く
、
軍
手
集
（
激
難
の
条
）
の
意
見
に
従
っ
て
、
人
物
を
九
等
に
分
つ
九
品
官
人
法
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
岡
崎
先
生
の
説
は
、
所
謂
郷
品
の
九
品
先
ず
存
し
て
、
官
階
の
九
品
が
あ
と
か
ら
成
立
し
た
と
見
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
D
宮
川
博
士
説
（
「
中
正
制
度
の
研
究
」
（
六
朝
史
究
研
・
政
治
、
新
会
篇
）
所
収
）
（　
宮
川
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
要
す
る
に
、
余
は
魏
に
お
い
て
中
正
の
九
品
と
官
階
の
九
品
と
は
並
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
々
対
応
す
る
の
で
な
く
、
相
互
に
因
果
関
係
な
く
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
も
、
前
者
は
中
人
を
基
準
に
し
、
上
下
に
分
つ
批
判
的
分
類
な
る
に
対
し
、
後
者
は
官
僚
組
織
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
的
整
頓
に
必
要
か
つ
充
分
な
範
囲
を
設
け
る
便
宜
に
発
し
て
い
る
と
い
う
点
で
異
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
」
（
同
上
書
娼
鴎
黒
）
と
し
て
、
岡
崎
氏
の
説
を
批
判
し
て
、
九
品
に
は
中
正
の
九
品
と
官
階
の
九
品
と
が
存
在
す
る
が
、
中
正
の
九
品
と
官
階
の
九
品
と
は
、
同
じ
く
九
品
と
称
し
、
同
時
に
存
在
し
な
が
ら
も
、
全
く
次
元
の
違
っ
た
も
の
で
、
何
等
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
一
方
、
陳
群
伝
の
九
品
は
、
中
正
制
の
九
品
、
所
謂
郷
品
九
品
と
さ
れ
て
い
る
。
（
同
上
書
H
サ
Q
◎
N
㎝
－
N
ロ
刈
）
恥
宮
崎
博
士
説
（
「
九
島
官
人
法
の
研
究
」
）
（　
宮
崎
博
士
は
、
　
「
併
し
な
が
ら
醗
っ
て
思
う
に
、
普
通
に
今
日
、
九
品
中
正
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
前
述
の
如
く
、
本
来
は
九
品
官
人
法
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、
九
品
に
よ
っ
て
人
を
官
に
登
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
中
正
の
下
す
郷
品
の
九
品
も
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
中
に
重
要
な
比
重
を
占
め
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
と
同
時
に
鶏
眼
の
九
品
も
ま
た
人
事
を
進
退
す
る
上
に
重
大
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
官
晶
の
九
品
が
、
九
品
官
人
法
に
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
寧
ろ
九
品
官
人
法
の
九
品
と
は
、
郷
品
の
九
品
詞
官
品
の
九
品
と
を
含
み
、
両
者
が
同
時
に
成
立
し
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
九
品
官
制
の
開
始
が
何
故
史
上
に
見
え
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
一
挙
に
解
決
さ
れ
る
。
私
は
更
に
進
ん
で
、
官
職
に
九
品
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
に
相
応
ず
る
よ
う
中
正
の
郷
品
が
九
品
と
い
う
形
を
と
っ
た
も
の
と
解
釈
し
た
い
。
」
（
同
ヒ
苦
団
O
訓
一
8
）
と
さ
れ
て
い
る
。
博
士
は
、
岡
崎
先
生
、
宮
川
博
士
の
説
を
批
判
し
て
、
右
の
よ
う
に
自
説
を
展
開
さ
れ
、
官
階
の
九
品
と
郷
品
の
九
品
は
同
時
に
成
立
し
た
も
の
と
し
、
両
者
の
間
に
は
密
接
な
相
関
々
係
あ
り
と
さ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
以
上
の
人
々
と
全
く
異
っ
た
見
解
を
示
し
、
従
来
の
諸
説
を
批
判
さ
れ
た
の
は
越
智
重
明
氏
で
あ
る
。
の
越
智
氏
説
（
翻
継
の
の
鯉
に
・
い
・
、
」
）
（　
越
智
氏
の
説
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
次
の
如
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
現
在
一
般
に
九
品
官
人
法
と
か
、
九
品
中
正
な
ど
と
称
さ
れ
る
選
挙
法
は
、
当
時
は
九
品
と
の
み
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
漢
選
挙
法
に
対
す
る
新
選
挙
法
で
、
魏
朝
以
降
に
み
る
宇
品
九
品
な
り
、
四
品
九
品
な
り
の
九
品
と
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
九
品
（
の
制
）
と
い
わ
れ
る
こ
と
自
身
は
、
こ
の
選
挙
制
度
の
骨
格
が
、
九
品
に
分
け
ら
れ
た
盛
挙
と
、
同
じ
く
九
等
に
分
け
ら
れ
た
郷
品
と
の
か
ら
み
あ
い
に
あ
る
に
基
く
と
さ
れ
よ
う
。
」
と
。
　
以
上
が
九
品
に
関
す
る
諸
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
次
の
二
つ
の
点
が
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
。
即
ち
、
　
第
一
に
は
、
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
九
品
」
と
は
、
定
説
が
な
い
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
如
何
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
第
二
に
は
、
そ
れ
ら
の
「
九
品
」
と
全
く
無
関
係
で
は
な
い
に
し
て
も
、
全
く
別
物
と
し
て
の
、
選
挙
制
度
と
し
て
の
「
九
品
」
な
る
も
の
が
、
果
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
る
手
掛
り
と
し
て
、
前
引
陳
群
伝
の
、
　
「
制
九
品
官
人
之
法
堂
所
建
也
」
を
利
用
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
九
品
は
前
節
常
忌
引
魏
略
に
お
け
る
九
品
と
同
様
、
も
っ
と
も
は
じ
め
に
現
わ
れ
た
九
品
で
あ
り
、
而
も
九
晶
と
い
う
言
葉
が
魏
の
初
以
降
た
え
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
か
り
に
、
時
に
九
品
と
い
う
言
葉
の
内
容
に
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
し
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
意
味
は
、
陳
直
伝
の
九
品
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
　
こ
う
考
え
て
、
い
ま
一
度
魏
志
陳
群
伝
の
記
事
を
引
用
す
る
に
、
　
「
文
事
在
東
官
。
深
敬
器
焉
。
待
以
交
友
之
礼
。
…
…
及
即
王
位
。
封
群
昌
武
亭
侯
。
徒
世
尚
書
。
制
九
品
。
官
人
無
法
。
群
所
建
也
。
」
と
み
え
る
。
こ
の
記
事
を
こ
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
う
い
う
風
に
よ
む
の
は
、
必
ず
し
も
従
来
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
即
ち
、
現
在
「
九
品
官
人
之
法
」
と
い
う
表
現
が
こ
の
時
代
以
降
の
選
挙
制
を
示
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
明
か
な
如
く
、
　
一
般
的
に
は
、
「
制
九
品
官
人
之
法
。
群
所
建
也
。
」
と
読
ま
れ
て
き
た
と
し
て
よ
い
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
（宮
阡
試
m
著
「
九
島
官
人
法
の
研
究
」
、
P
9
3
参
昭
）
。
し
か
し
、
こ
れ
を
、
上
記
の
よ
う
に
区
切
っ
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
と
主
張
し
た
の
は
筆
者
で
あ
っ
た
（
「
魏
背
中
正
制
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
史
学
雑
誌
7
2
の
2
）
）
。
そ
の
後
越
智
氏
も
九
品
で
区
切
っ
て
読
ま
れ
る
と
燈
心
に
、
氏
は
こ
の
九
品
に
関
し
て
、
九
品
は
新
し
い
選
挙
制
の
名
称
で
あ
り
、
　
「
官
人
之
法
」
は
選
挙
制
度
と
い
っ
た
意
味
の
一
般
的
表
現
で
、
「
宮
才
用
人
」
の
略
で
あ
ろ
う
、
従
っ
て
、
「
官
人
之
法
、
群
所
建
也
」
は
、
　
「
新
し
い
選
挙
制
度
は
陳
群
が
た
て
た
の
だ
」
と
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
如
き
新
し
い
意
見
を
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
越
智
氏
「
九
品
官
入
法
の
制
定
に
つ
い
て
」
（
重
洋
学
報
4
6
の
2
）
参
昭
）
。
　
で
は
、
　
「
九
晶
官
人
之
法
」
と
つ
づ
け
て
よ
む
か
、
　
「
制
九
品
」
と
「
官
人
之
法
」
を
わ
け
て
よ
む
か
、
何
れ
が
正
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
越
智
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
指
摘
さ
れ
る
。
九
品
と
い
う
用
法
は
底
土
以
降
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
　
「
九
品
官
人
法
」
と
か
、
　
「
九
品
中
正
」
と
か
い
う
表
現
は
、
通
典
（
1
4
）
選
挙
典
の
、
「
延
康
元
年
吏
部
尚
書
陳
群
以
。
天
朝
選
用
、
不
尽
人
才
。
乃
立
九
品
官
人
之
法
。
」
に
み
る
も
の
と
、
資
治
七
三
（
％
）
魏
黄
初
元
年
の
条
の
胡
注
に
、
　
「
九
品
中
正
、
自
是
始
。
」
と
あ
る
も
の
と
が
初
見
で
あ
ろ
う
と
（
同
上
論
文
。
）
。
た
し
か
に
氏
の
指
摘
の
如
く
、
古
い
用
法
に
は
九
品
と
い
う
も
の
し
か
見
え
ず
、
　
「
九
品
官
人
法
」
と
か
「
九
品
中
正
」
と
か
い
う
用
法
は
通
馬
、
胡
注
が
そ
れ
ぞ
れ
の
初
見
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
最
も
早
い
陳
群
伝
の
読
み
方
は
、
当
然
九
品
と
官
人
忍
法
と
を
区
切
っ
て
よ
む
の
が
正
し
い
読
み
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
　
し
か
し
一
方
、
古
典
の
記
事
は
、
一
般
に
今
日
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
陳
群
が
九
品
官
人
之
法
を
た
て
た
」
と
解
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
、
今
日
の
一
般
的
解
釈
に
疑
問
を
感
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
、
通
典
（
／
4
）
選
挙
典
の
、
魏
の
選
挙
法
に
つ
い
て
の
記
事
の
原
注
を
み
る
に
、
　
「
南
朝
至
於
梁
陳
。
北
朝
至
於
周
陪
。
選
挙
話
法
。
錐
互
相
損
益
。
而
九
品
及
中
正
。
詠
唱
皇
中
津
罷
。
討
其
根
本
。
陳
寿
魏
志
言
下
太
略
。
故
詳
弁
廿
里
。
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
杜
佑
は
、
九
品
と
中
臣
と
は
魏
朝
よ
り
南
、
北
朝
に
及
ぶ
選
挙
法
の
根
本
を
な
す
も
の
で
は
あ
っ
た
が
し
か
し
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
制
度
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
を
分
つ
考
え
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
次
の
如
き
例
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
晋
書
（
3
6
）
衛
雍
伝
に
、
　
「
如
此
則
同
郷
郷
伍
。
皆
為
邑
里
。
郡
県
之
宰
。
即
以
助
長
。
尽
除
中
正
、
九
品
之
制
。
使
挙
善
進
才
、
各
由
郷
論
。
…
…
今
除
九
品
。
則
宜
準
古
制
、
使
朝
臣
共
相
翠
黛
。
」
と
あ
る
場
合
は
、
正
に
「
中
正
、
九
品
」
の
制
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
又
、
晋
書
（
4
5
）
劉
善
導
に
、
」
　
「
無
上
疏
日
。
・
：
…
今
立
中
正
。
定
九
品
。
」
と
か
、
　
「
愚
臣
以
為
。
宜
罷
中
正
、
除
九
品
、
棄
魏
氏
之
弊
法
、
立
一
代
能
美
制
。
」
と
い
う
も
の
も
、
或
は
又
、
　
「
墨
型
中
正
、
九
品
。
上
々
古
賢
。
皆
所
不
為
。
」
と
い
う
も
の
も
、
共
に
何
れ
も
中
正
と
九
晶
と
を
分
っ
て
考
え
て
い
る
こ
と
明
白
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
早
く
出
初
に
お
い
て
す
ら
、
九
品
と
中
正
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
、
一
応
別
の
制
度
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
古
典
原
注
が
九
品
と
中
正
と
を
分
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
霊
代
に
み
る
理
解
の
仕
方
を
受
け
つ
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
す
る
と
、
通
典
も
亦
九
品
を
一
つ
の
制
度
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
通
塗
が
「
九
品
官
人
之
法
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
一
本
化
し
た
称
呼
と
し
て
受
け
取
る
の
は
寧
ろ
早
合
点
で
あ
っ
て
、
杜
佑
は
、
　
「
九
品
（
及
）
官
人
憲
法
」
と
記
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
通
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
1
4
）
の
前
引
記
事
は
、
　
「
延
康
元
年
吏
部
尚
書
陳
群
は
…
…
九
品
の
法
及
び
官
人
の
法
を
た
て
た
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
先
引
胡
注
と
難
も
、
必
ず
し
も
「
九
品
中
正
」
と
一
本
化
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
ね
理
由
は
な
く
、
む
し
ろ
、
　
「
九
品
及
中
正
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
通
典
も
胡
注
も
共
に
九
品
を
独
立
し
た
制
と
し
て
考
え
て
い
た
と
し
て
よ
く
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
如
き
、
　
「
九
品
官
人
之
法
」
と
か
、
　
「
九
品
中
正
」
と
か
い
う
一
本
化
し
た
理
解
の
仕
方
は
、
杜
佑
や
胡
三
省
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
陳
群
言
の
よ
み
方
は
、
　
「
制
九
品
。
官
人
之
法
、
馬
所
建
也
。
」
と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
古
来
そ
う
と
し
か
よ
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。　
で
は
、
　
「
九
品
目
と
は
一
体
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
宮
崎
先
生
の
忌
引
卓
論
に
導
か
れ
な
が
ら
嘗
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、
　
「
魏
早
岐
正
制
の
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
史
夢
雑
誌
7
2
．
の
2
）
な
る
小
論
に
お
い
て
、
先
ず
陳
群
伝
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
二
つ
の
読
み
方
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
第
一
に
は
、
　
「
官
人
を
九
品
に
す
る
の
法
を
制
し
た
」
、
第
二
に
は
、
　
「
九
品
を
制
し
た
。
人
を
官
に
つ
け
る
法
は
陳
群
が
た
て
た
の
だ
」
と
し
た
（
司
L
論
文
勺
N
O
）
。
け
れ
ど
も
、
　
「
第
一
、
第
二
何
れ
の
読
み
方
に
従
う
も
、
魏
は
先
ず
九
晶
官
制
を
こ
の
時
制
定
し
、
こ
れ
を
現
官
僚
に
適
用
し
、
そ
の
終
了
後
、
更
に
そ
の
九
品
官
制
が
任
官
希
望
者
に
郷
品
と
し
て
あ
て
は
め
ら
れ
た
と
い
う
考
え
方
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
需
品
が
官
等
と
或
る
種
の
対
応
を
な
す
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
差
支
え
あ
る
ま
い
。
」
（
同
卜
論
文
℃
。
。
O
）
と
つ
け
加
え
た
。
即
ち
、
筆
者
が
こ
の
小
論
で
考
え
た
と
こ
ろ
は
、
ω
こ
の
時
文
帝
（
時
の
文
王
）
に
よ
っ
て
九
品
官
制
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
の
九
品
は
官
品
の
九
品
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
郷
品
の
九
品
で
は
な
い
。
②
更
に
、
九
品
官
制
制
定
と
共
に
、
陳
群
に
よ
っ
て
任
官
の
具
体
的
方
法
即
ち
中
正
制
が
設
け
ら
れ
た
。
中
正
は
最
初
官
倉
九
晶
を
、
そ
の
後
は
品
に
対
応
ず
る
も
の
と
し
て
の
郷
品
九
品
を
任
官
希
望
者
に
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
陳
群
伝
の
九
晶
が
官
爵
九
品
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
｝
氏
も
賛
意
を
表
し
て
い
ら
れ
る
（
堀
氏
「
九
品
中
正
制
度
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
1
三
章
の
貴
族
袴
会
に
か
ん
す
る
一
考
察
1
」
（
萸
洋
文
化
研
究
所
紀
要
4
5
、
分
冊
）
）
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
筆
者
の
見
解
も
亦
、
上
述
の
越
智
氏
の
見
解
と
は
大
き
く
喰
い
違
っ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
相
違
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
為
に
整
理
し
て
み
る
と
、
筆
者
の
見
解
は
、
　
第
一
、
陳
群
雄
（
並
び
に
そ
れ
と
同
内
容
の
記
事
）
に
関
す
る
限
り
、
九
品
は
官
品
九
品
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
九
品
は
殆
ど
郷
品
九
品
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
、
九
品
と
官
人
之
法
は
別
も
の
で
あ
り
、
官
人
三
法
と
は
具
体
的
に
は
中
正
制
を
さ
す
、
と
な
り
、
越
智
氏
の
見
解
の
要
点
は
、
　
第
一
、
九
品
と
は
新
し
い
選
挙
制
を
さ
す
も
の
で
、
官
品
九
品
、
郷
品
九
品
と
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
、
　
第
二
、
官
人
三
法
と
は
選
挙
制
度
と
い
っ
た
意
味
の
一
般
的
表
現
で
あ
り
、
陳
群
雨
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
魏
略
の
、
　
「
先
時
国
家
自
制
九
品
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
「
九
品
」
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
の
問
題
の
所
在
は
明
か
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
直
ち
に
こ
の
聞
題
の
解
決
に
は
い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
常
林
目
引
魏
略
の
後
半
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
口
　
常
林
伝
引
魏
略
の
後
半
は
、
　
「
各
使
諸
郡
再
築
中
正
。
差
毛
自
公
卿
以
下
至
郎
吏
功
徳
材
行
所
任
。
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
先
生
と
越
智
氏
と
の
間
に
、
大
き
な
相
違
の
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
の
記
事
は
恐
ら
く
何
れ
と
も
読
め
る
記
事
で
、
何
れ
が
是
と
も
、
或
は
非
と
も
、
直
ち
に
は
い
い
難
い
が
、
た
だ
両
者
の
是
非
を
解
決
す
る
鍵
ば
、
　
「
差
叙
」
と
い
う
語
を
ど
う
解
す
る
か
に
あ
る
よ
う
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
で
あ
る
。
即
ち
、
宮
崎
先
生
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
正
が
差
叙
す
る
、
中
正
が
現
任
官
の
審
査
を
し
た
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
越
智
氏
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
が
中
正
を
差
叙
し
た
、
任
命
し
た
と
す
る
か
、
何
れ
が
是
か
と
い
う
場
合
、
玉
野
の
意
味
を
明
か
に
す
る
の
が
最
も
適
切
な
解
明
の
手
段
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
差
に
は
色
々
の
意
味
が
あ
る
が
、
一
般
的
用
法
は
、
差
等
と
か
、
等
級
と
か
、
区
別
す
る
な
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
、
え
ら
ぶ
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
次
に
叙
に
は
、
こ
こ
に
関
連
あ
り
と
思
わ
れ
る
用
法
に
は
、
順
序
づ
け
る
、
次
第
す
る
と
い
う
も
の
、
位
階
、
官
職
を
授
け
る
と
い
う
も
の
、
の
べ
る
と
い
う
も
の
の
、
三
つ
の
区
別
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
戯
，
上
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
康
熈
字
典
に
よ
る
。
）
従
っ
て
、
差
叙
と
い
う
場
合
、
一
般
的
に
は
、
等
級
づ
け
て
官
に
つ
け
る
、
区
別
し
順
序
づ
け
る
、
等
級
づ
け
て
の
べ
る
な
ど
と
い
う
用
法
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
差
を
え
ら
ぶ
と
い
う
意
に
と
れ
ば
、
え
ら
び
官
に
つ
け
る
、
え
ら
び
次
第
す
る
、
え
ら
び
の
べ
る
と
い
う
如
く
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
を
宮
崎
先
生
の
見
解
に
従
っ
て
考
え
れ
ば
、
　
「
（
中
正
は
）
公
卿
以
下
郎
吏
に
至
る
現
任
官
の
功
徳
材
行
を
判
定
し
て
、
そ
の
程
度
に
従
っ
て
、
等
級
づ
け
て
の
べ
た
（
審
査
し
た
）
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
又
越
智
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
　
「
（
中
央
政
府
は
）
公
卿
以
下
郎
に
い
た
る
官
人
の
う
ち
、
功
徳
自
行
の
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
（
中
正
に
）
え
ら
び
官
に
つ
け
た
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
越
智
氏
の
如
く
考
え
る
場
合
、
自
叙
を
、
区
別
し
順
序
づ
け
る
と
か
、
等
級
づ
け
て
官
に
つ
け
る
、
等
級
づ
け
て
の
べ
る
と
い
う
如
き
意
味
に
は
と
れ
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
最
初
お
か
れ
た
の
は
す
べ
て
郡
中
正
で
あ
っ
て
、
上
下
の
別
、
差
等
は
な
か
っ
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
越
智
氏
の
考
を
貫
く
為
に
は
、
差
叙
を
え
ら
び
官
に
つ
け
る
と
い
う
用
法
と
し
て
の
み
考
え
ね
ば
な
ち
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
越
智
氏
が
、
差
油
を
こ
の
よ
う
に
、
え
ら
び
官
に
つ
け
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
越
智
説
を
引
用
し
た
時
、
氏
が
自
説
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
通
典
（
／
4
）
の
割
注
を
引
用
せ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
．
学
論
叢
　
第
一
八
号
注
の
い
う
と
こ
ろ
に
従
っ
て
こ
の
差
置
を
考
え
れ
ば
、
「
中
央
か
ら
の
任
命
」
の
意
を
含
む
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
じ
く
通
曲
ハ
（
3
2
）
総
論
州
佐
の
条
に
、
「
魏
司
空
陳
群
以
。
天
台
選
用
不
尽
人
才
。
能
州
之
才
優
有
下
竪
者
。
除
為
中
正
。
自
抜
人
才
。
鐙
定
九
品
。
」
と
あ
る
も
の
も
、
割
注
の
い
う
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る
か
に
み
え
る
。
　
特
に
割
注
の
中
の
、
　
「
諸
費
公
卿
及
落
省
豊
門
徳
充
才
盛
者
為
之
」
と
あ
る
の
は
、
食
出
離
塁
伝
嚢
注
引
魏
略
の
、
　
「
差
叙
自
公
卿
…
…
心
任
」
を
い
い
か
え
た
も
の
で
、
氏
の
上
述
の
見
解
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（越
｢
て
」
（
東
洋
学
報
4
6
の
2
）
）
　
さ
て
、
た
し
か
に
越
智
氏
の
い
わ
れ
る
如
く
、
通
学
割
注
の
「
諸
府
公
卿
」
以
下
は
、
魏
略
の
「
差
叙
自
公
卿
」
以
下
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
典
の
こ
の
割
注
は
－
今
田
の
総
論
三
佐
の
記
事
も
大
体
同
様
と
思
わ
れ
る
が
、
一
そ
の
書
法
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
中
正
制
に
つ
い
て
の
綜
括
的
な
記
述
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
割
注
の
中
に
、
既
に
み
た
如
く
、
　
「
九
品
及
中
正
。
至
開
皇
二
方
罷
。
討
其
根
本
。
陳
寿
魏
志
言
之
太
略
。
故
詳
言
論
告
。
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
と
こ
ろ
で
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
見
る
と
こ
ろ
は
、
杜
佑
の
申
正
制
に
関
す
る
理
解
を
ま
と
め
て
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
、
　
「
差
叙
公
卿
」
以
下
を
意
識
し
て
、
そ
の
ま
ま
「
諸
府
公
卿
」
以
下
に
書
き
直
し
た
も
の
と
は
、
直
ち
に
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
常
林
伝
引
魏
々
に
み
る
記
事
は
、
単
に
魏
の
最
初
の
郡
中
正
に
つ
い
て
の
記
事
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
通
典
割
注
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
州
郡
（
県
）
中
正
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
り
、
更
に
、
中
正
の
任
務
に
つ
い
て
の
記
述
ま
で
備
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
両
記
事
は
、
間
接
的
に
は
関
係
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
に
し
て
も
、
直
接
的
な
関
係
あ
り
と
は
考
え
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
通
雲
（
1
4
）
の
割
注
を
以
て
越
智
氏
の
見
解
を
支
え
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
こ
れ
に
対
し
、
宮
崎
先
生
の
差
叙
に
つ
い
て
の
見
解
を
支
え
る
も
の
と
し
て
鴬
笛
（
2
3
）
常
林
伝
斐
注
引
高
略
に
、
「
薦
蜴
郡
移
（
王
）
嘉
吉
中
正
。
嘉
叙
（
吉
）
茂
。
難
在
引
縄
而
状
書
下
。
云
、
徳
優
能
少
。
」
と
い
う
と
U
ろ
の
叙
が
あ
る
。
こ
の
叙
は
、
青
青
郡
中
正
王
嘉
が
吉
茂
を
叙
し
て
上
第
と
判
定
し
た
が
状
は
甚
だ
わ
る
か
っ
た
と
い
う
時
の
叙
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
中
正
制
に
お
け
る
叙
で
あ
る
か
ら
、
差
置
の
叙
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
叙
は
明
ら
か
に
人
物
を
品
評
し
て
い
る
わ
け
で
、
宮
崎
先
生
が
「
審
査
す
る
」
と
さ
れ
る
の
と
同
意
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
同
じ
常
林
伝
所
引
魏
略
に
、
　
「
時
苗
…
…
還
為
太
官
令
。
領
其
郡
中
正
。
至
心
人
才
。
不
能
寛
。
」
と
も
み
え
る
。
こ
れ
も
郡
中
正
に
よ
る
叙
で
あ
る
が
、
　
「
叙
人
才
」
と
み
え
る
以
上
、
人
才
を
品
評
す
る
、
判
定
す
る
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
誌
代
中
正
に
関
し
て
の
叙
が
す
べ
て
品
評
す
る
の
意
に
と
れ
る
こ
と
は
、
宮
崎
先
生
の
「
差
叙
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
支
え
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
堀
敏
一
氏
も
、
　
「
九
品
中
正
制
度
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
4
5
分
冊
）
の
中
で
、
差
叙
は
、
　
等
差
を
つ
け
て
評
価
す
る
の
意
で
あ
ろ
う
と
し
て
宮
崎
説
に
賛
成
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
、
差
置
の
意
味
を
中
心
と
し
て
、
宮
崎
、
越
智
両
氏
の
説
を
考
え
た
が
越
智
氏
の
説
は
成
立
し
難
い
こ
と
、
そ
の
見
解
の
支
柱
と
さ
れ
た
通
典
（
1
4
）
の
割
注
の
意
見
も
、
直
接
的
に
越
智
氏
の
見
解
を
支
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
け
れ
ど
も
、
誤
解
が
な
い
よ
う
に
一
言
し
て
お
け
ば
、
筆
者
は
古
典
の
こ
の
割
注
の
内
容
が
誤
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
中
正
に
は
諸
府
公
卿
か
ら
言
三
郎
吏
に
及
ぶ
ま
で
が
任
命
せ
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
魏
晋
時
代
に
お
い
て
然
り
で
あ
っ
た
こ
と
既
に
筆
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
「
魏
背
南
朝
の
中
正
制
と
門
閥
軒
A
瓜
」
（
長
大
史
学
第
八
輯
）
）
。
た
だ
こ
の
割
注
の
内
容
を
以
て
、
差
叙
を
、
え
ら
び
官
に
つ
け
る
の
意
を
解
す
る
支
え
と
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
以
上
、
魏
志
（
2
3
）
常
林
伝
襲
注
引
魏
略
の
、
　
「
先
時
国
家
云
々
」
の
記
事
の
、
　
い
わ
ば
語
句
的
解
釈
を
中
心
に
考
え
て
き
た
。
　
そ
の
結
果
、
　
あ
の
記
録
は
、
「
先
に
文
亀
（
堅
塁
）
は
始
め
て
九
品
々
制
定
し
た
。
そ
し
て
諸
郡
に
中
正
を
選
ば
せ
、
（
そ
れ
ら
中
正
は
）
上
は
公
卿
か
ら
、
下
は
農
園
に
至
る
ま
で
、
功
徳
興
行
の
任
う
る
と
こ
ろ
を
判
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
等
級
づ
け
評
価
し
た
」
と
い
う
如
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
⇔
　
議
論
を
次
に
進
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。
即
ち
、
晶
群
伝
の
、
　
「
制
九
品
。
官
人
之
法
、
群
所
建
也
」
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
と
越
智
氏
と
の
見
解
の
相
違
は
既
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
い
ま
、
そ
の
対
立
点
の
第
二
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
　
さ
て
、
越
智
氏
の
見
解
に
従
っ
て
陳
群
伝
の
記
事
を
解
す
れ
ば
、
「
（
文
王
）
は
王
位
に
つ
く
に
及
び
、
　
（
陳
）
群
を
昌
武
亭
侯
に
封
じ
、
映
し
て
尚
書
と
な
し
、
　
（
群
を
し
て
）
新
し
い
選
挙
制
度
た
る
九
品
を
制
せ
し
め
た
。
こ
の
選
挙
制
度
は
陳
群
が
た
て
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
解
し
た
場
合
、
こ
の
記
事
に
は
新
し
い
選
挙
制
度
は
霊
告
が
た
て
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
二
回
く
り
返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
且
つ
、
あ
と
の
「
こ
の
選
挙
制
度
は
云
々
」
の
記
事
は
蛇
足
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
従
っ
て
、
こ
の
「
官
人
之
法
、
群
所
建
也
」
と
い
う
も
の
は
、
一
応
前
半
と
は
切
り
離
し
て
、
　
「
（
九
品
の
制
は
庸
王
の
下
命
に
よ
っ
て
陳
群
が
つ
く
っ
た
の
だ
け
れ
ど
）
、
一
方
「
官
人
之
法
」
の
方
は
陳
群
の
手
に
よ
っ
て
の
み
作
ら
れ
た
の
だ
」
と
い
う
風
に
、
こ
の
記
事
は
、
陳
群
の
功
績
を
強
調
し
た
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
、
九
品
と
官
人
之
法
、
九
品
と
中
正
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
制
度
で
あ
る
と
し
た
考
え
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
　
若
し
そ
う
解
し
う
る
と
す
れ
ば
、
官
人
之
法
と
は
人
を
官
に
す
る
の
法
で
あ
ろ
う
か
ら
、
九
品
（
の
制
）
の
具
体
化
の
為
の
方
策
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
既
に
筆
者
は
、
　
「
そ
の
時
、
九
品
官
制
の
実
際
運
用
に
つ
い
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
て
の
具
体
策
－
即
ち
中
正
設
置
を
考
え
た
の
が
陳
群
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（「
ｰ
晋
南
朝
の
中
正
制
と
門
閥
社
会
」
　
（
長
大
史
学
第
八
輯
）
）
と
考
え
て
お
い
た
。
た
だ
「
人
を
官
に
す
る
の
法
」
と
い
う
の
は
、
人
物
推
挙
権
を
も
つ
中
正
の
み
で
は
な
く
、
任
免
権
を
握
る
善
部
に
も
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
単
に
「
中
正
設
置
を
考
え
た
」
　
と
限
定
せ
ず
、
中
正
設
置
を
最
も
大
き
な
内
容
と
し
な
が
ら
も
、
更
に
尚
書
官
制
の
整
備
を
も
含
め
て
考
え
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
　
「
人
を
宮
に
す
る
の
法
」
は
、
　
「
九
品
（
の
制
）
の
具
体
化
の
為
の
方
策
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
中
正
制
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
前
述
し
た
如
く
、
胡
三
省
が
、
こ
の
「
九
品
、
官
人
三
法
」
を
、
　
「
九
品
、
中
正
」
と
解
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
彼
が
官
人
之
法
を
中
正
制
と
理
解
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
で
は
、
次
に
第
一
の
点
即
ち
九
品
目
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
解
明
に
は
、
い
ま
一
度
、
　
「
九
品
」
と
い
う
語
句
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
ず
、
初
期
の
九
品
に
つ
い
て
、
次
に
そ
の
後
の
九
品
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
　
1
　
魏
朝
初
期
の
九
品
目
　
先
ず
、
九
品
を
含
む
記
録
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ω
魏
志
（
2
2
）
陳
群
伝
。
上
帝
…
…
及
即
王
位
。
古
畳
昌
武
下
緒
。
潮
脚
尚
書
。
制
九
晶
。
官
人
之
法
、
群
書
建
也
。
ω
昏
怠
（
2
3
）
常
古
伝
斐
早
引
魏
略
。
計
時
国
家
始
制
九
品
。
難
解
諸
郡
選
置
中
正
、
差
叙
自
公
卿
以
下
至
干
郎
吏
功
徳
材
行
所
任
㈲
魏
志
（
2
3
）
書
林
伝
斐
差
引
計
略
。
時
言
…
…
還
為
太
比
論
。
領
其
郡
中
正
定
歌
話
。
至
於
叙
人
才
。
不
能
寛
。
・
…
：
為
罪
数
歳
。
不
猟
而
治
。
…
…
年
七
十
余
。
以
正
始
中
病
亡
也
。
　
こ
れ
ら
の
中
、
ω
及
②
は
官
人
之
法
創
設
の
時
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
み
る
九
品
は
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
㈲
に
つ
い
て
み
る
に
、
時
苗
は
正
始
（D
n
8
・
4
1
4
A
2
2
）
中
に
病
死
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
州
中
正
の
設
置
せ
ら
れ
た
と
思
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
れ
る
嘉
平
初
年
（
D
4
　
ヨ
A
2
）
よ
り
も
古
い
時
代
、
即
ち
郡
中
正
時
代
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
明
か
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
州
中
正
設
置
以
前
に
お
い
て
は
、
所
謂
郷
品
は
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
説
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
越
智
氏
に
よ
れ
ば
、
　
「
か
く
て
、
州
大
中
正
の
送
出
現
時
郷
品
の
制
が
そ
の
一
環
と
し
て
出
現
し
た
と
す
べ
く
、
州
大
中
正
の
制
出
現
時
以
前
郷
晶
の
制
の
存
在
は
こ
れ
を
想
定
し
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
（
麗
摺
粉
諸
講
中
鉦
粥
醐
榔
鋼
剛
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
納
得
し
難
い
意
見
で
、
例
え
ば
、
魏
志
（
2
／
）
傅
半
畳
に
よ
れ
ば
、
　
「
時
散
騎
景
雲
劉
三
士
考
課
法
。
…
…
蝦
三
戸
論
日
。
…
…
方
今
九
州
之
民
、
愛
及
京
城
。
未
有
六
郷
之
挙
。
其
者
才
之
職
。
専
任
吏
部
。
案
品
、
状
則
実
母
未
必
当
。
任
薄
紫
則
徳
行
未
為
叙
。
如
此
則
殿
最
学
課
。
未
尽
人
才
。
…
…
正
始
（
D
O
8
4
1
」
博
A
2
2
）
弾
除
尚
書
郎
。
」
と
あ
る
が
、
同
志
同
巻
劉
都
伝
に
、
彼
が
考
課
法
を
つ
く
っ
た
の
は
、
　
「
窯
初
（
D
7
9
．
り
0
－
3
A
2
2
）
中
肉
著
作
都
官
考
課
」
と
あ
る
如
く
景
初
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
傅
蝦
が
劉
勧
の
考
課
法
を
論
難
し
た
の
は
、
景
初
末
年
の
ζ
と
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
少
く
と
も
こ
れ
ら
の
事
件
は
明
帝
末
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
こ
ろ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
州
中
正
は
い
ま
だ
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
諸
学
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
る
に
、
　
こ
の
時
に
お
い
て
、
既
に
、
「
案
品
、
状
則
実
才
未
必
当
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宛
も
晋
書
（
4
5
）
劉
毅
伝
に
、
愚
書
が
中
正
制
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
、
　
「
凡
所
以
立
品
、
設
状
者
。
求
人
才
、
以
理
物
也
。
…
…
以
品
取
人
。
或
非
才
能
之
所
長
、
早
期
取
人
。
則
為
本
品
所
限
。
」
と
い
っ
て
い
る
場
合
の
品
、
状
と
、
全
く
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
品
と
状
と
が
、
実
際
任
用
を
掌
る
吏
部
の
任
務
と
、
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
劉
言
伝
の
品
状
が
明
か
に
中
正
制
に
お
け
る
品
、
状
で
あ
る
如
く
、
傅
蝦
伝
の
品
状
も
、
州
中
正
出
現
以
前
の
中
正
制
に
お
け
る
、
品
と
状
と
の
存
在
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
前
引
㈹
の
画
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
に
つ
い
て
の
記
事
を
み
る
に
、
「
時
苗
為
太
々
令
。
領
其
郡
中
正
。
定
書
晶
。
至
於
叙
人
才
。
不
能
寛
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
記
事
は
、
明
か
に
郡
中
正
と
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
の
九
品
、
即
ち
郷
品
九
品
を
さ
す
と
解
し
て
も
、
お
か
し
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
「
叙
人
才
」
と
い
う
の
は
、
状
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
、
晋
書
（
0
）
無
季
龍
興
業
に
、
　
「
魏
始
建
九
品
之
制
。
三
年
一
清
定
　
　
　
　
　
　
　
つ
之
。
難
週
録
弘
美
。
亦
繕
紳
之
明
鏡
。
従
前
以
来
。
遵
用
無
二
。
」
と
あ
る
の
は
、
嘗
て
ふ
れ
た
如
く
、
（
拙
稿
「
状
の
研
究
」
（
史
学
雑
誌
7
6
の
2
）
）
魏
の
初
期
中
正
制
に
お
い
て
早
熟
が
三
年
に
一
度
改
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
郡
中
正
時
代
に
既
に
郷
品
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
　
若
し
以
上
の
推
論
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
所
謂
郷
地
な
る
も
の
は
郡
中
正
時
代
に
も
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
州
中
正
出
現
と
共
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
　
さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
時
苗
の
定
め
た
九
品
は
一
応
下
品
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
が
、
で
は
、
ω
、
②
の
記
事
に
お
け
る
九
品
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
宮
晶
九
品
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
筆
者
の
考
を
述
べ
て
お
い
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
訂
正
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
以
上
の
三
記
事
か
ら
、
魏
初
に
み
る
九
品
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
文
王
に
よ
っ
て
制
定
せ
ら
れ
た
九
品
は
官
品
九
品
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
郡
中
正
の
定
め
る
郷
品
九
品
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
た
だ
、
㈲
の
時
習
の
定
め
た
九
品
は
、
或
は
官
品
九
品
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
疑
問
は
残
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
時
苗
が
正
始
（
D
O
8
　
る
　
　
コ
A
2
　
2
）
中
、
七
十
余
才
で
死
ん
だ
事
を
考
え
れ
ば
、
文
意
が
陳
群
に
九
品
を
制
せ
し
め
た
延
康
元
年
（
D
2
0
．
2
へ
）
は
、
恐
ら
く
は
六
欲
が
四
十
数
歳
か
ら
五
十
歳
前
後
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
延
康
元
年
に
太
官
令
と
し
て
郡
中
正
を
領
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
九
品
は
官
品
で
あ
っ
て
無
品
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
郡
中
正
時
代
に
郷
品
の
あ
っ
た
証
拠
と
は
な
し
…
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
同
じ
常
林
伝
襲
畔
引
の
魏
略
に
、
吉
茂
に
関
し
て
、
　
「
（
郡
中
正
王
）
拳
固
茂
。
錐
以
上
第
。
譲
状
無
下
。
云
、
徳
優
能
少
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
時
苗
に
つ
い
て
の
、
　
「
定
九
品
。
至
於
叙
人
才
。
不
能
寛
。
」
と
あ
る
も
の
と
比
較
す
れ
ば
、
上
第
は
九
品
の
中
の
あ
る
者
を
さ
し
、
状
は
人
才
を
叙
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
苗
の
き
め
た
九
品
を
、
単
品
と
み
ょ
う
が
軍
鶏
と
み
ょ
う
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
か
か
わ
り
な
く
、
任
官
前
に
あ
る
種
の
品
と
状
と
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
魏
朝
に
お
い
て
は
、
任
官
前
に
は
必
ず
侮
る
種
の
品
と
状
と
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
最
初
の
官
晶
と
し
て
の
九
晶
決
定
後
の
郡
中
正
時
代
に
お
い
て
、
劇
画
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
∬
　
魏
朝
中
期
の
九
品
　
と
こ
ろ
が
魏
代
中
期
と
な
る
と
、
　
次
に
引
用
す
る
如
き
「
九
晶
」
が
み
え
る
。
こ
れ
は
郡
中
正
の
定
め
る
郷
民
と
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
そ
れ
ら
を
引
用
す
る
と
、
ω
　
太
平
御
覧
（
5
6
2
）
中
正
の
条
引
　
蜜
語
要
職
九
品
、
心
置
大
中
正
議
日
。
案
九
品
之
状
。
諸
中
正
既
未
能
料
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
才
。
以
為
、
虫
除
九
州
、
制
置
大
中
正
。
㈲
　
太
平
御
覧
（
5
6
2
）
中
正
の
尊
影
、
　
曹
義
集
九
品
議
日
。
伏
見
明
論
。
欲
除
虫
晶
、
星
置
州
中
正
。
欲
検
虚
実
。
一
州
闊
遠
。
糞
便
相
識
。
訪
不
得
知
会
。
復
心
悸
本
郡
先
達
耳
。
此
為
雲
州
中
正
、
整
理
決
於
郡
人
。
　
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
斉
王
芳
時
代
の
記
事
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
（
薙
賄
嚇
謎
。
「
九
．
m
官
人
法
の
研
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
記
事
の
読
み
方
に
は
、
大
き
な
意
見
の
対
立
が
あ
る
。
宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
九
品
を
叙
し
州
に
大
中
正
を
置
く
の
議
」
（
同
卜
書
団
3
0
）
と
か
、
「
伏
し
て
明
車
を
み
る
に
、
九
品
を
叙
し
て
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
中
正
を
置
き
、
以
て
虚
実
を
検
せ
ん
と
欲
す
と
。
」
（
同
上
苔
℃
一
望
）
と
よ
ま
れ
て
い
る
（
宮
川
博
士
も
同
じ
。
　
「
中
正
制
度
の
研
究
」
（
六
朝
史
研
究
・
政
治
・
社
会
篇
所
収
参
照
）
）
。
こ
れ
に
対
し
て
越
智
重
明
氏
は
、
前
者
に
つ
い
て
、
　
「
旧
来
の
郡
中
正
を
中
心
と
す
る
九
品
と
い
う
選
挙
制
度
を
除
い
て
、
新
た
に
州
大
中
正
を
中
心
と
す
る
選
挙
制
度
を
設
け
る
」
（
越
智
氏
、
「
州
大
中
正
の
制
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
史
淵
9
4
輯
）
）
の
意
と
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
場
合
、
除
の
意
味
を
、
救
任
す
る
と
解
す
る
か
、
の
ぞ
く
と
解
す
る
か
は
、
極
め
て
大
き
な
相
違
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
で
は
、
こ
れ
は
一
体
ど
う
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
又
、
こ
の
九
品
は
果
し
て
選
挙
制
度
と
考
え
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
州
大
中
正
中
心
の
選
挙
制
度
も
、
相
変
ら
ず
九
品
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、
越
智
氏
の
考
は
、
　
「
（
郡
中
正
中
心
の
）
九
品
の
制
を
省
い
て
（
州
中
正
中
心
の
）
九
品
の
制
を
設
け
る
」
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
表
現
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
実
は
、
こ
の
二
つ
の
記
事
を
理
解
す
る
上
に
大
い
に
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
記
事
が
、
西
晋
の
初
頭
に
み
え
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。
ω
　
晋
書
（
3
6
）
衛
雍
伝
　
雍
以
、
生
立
九
品
。
是
権
時
之
制
。
非
経
通
之
道
。
宜
復
古
郷
挙
里
選
。
与
太
尉
亮
等
上
疏
日
。
…
…
自
菰
以
降
。
此
法
陵
遠
。
魏
氏
承
顛
覆
通
運
。
起
喪
乱
之
後
。
人
士
流
移
。
考
詳
無
地
。
故
立
九
品
之
制
。
粗
具
｝
時
選
用
之
本
耳
。
其
始
造
也
。
郷
邑
清
議
。
不
拘
爵
位
。
…
…
如
此
則
同
郷
隣
伍
。
皆
為
邑
里
。
郡
県
之
宰
。
即
瓢
箪
長
。
燈
心
中
正
、
九
品
之
制
。
出
挙
善
進
才
、
各
由
郷
論
。
…
…
今
除
九
品
則
宜
準
古
制
、
使
朝
臣
共
相
挙
任
。
…
…
武
運
善
之
。
歩
卒
不
能
改
。
㈲
　
晋
書
（
4
5
）
劉
毅
伝
　
毅
以
為
、
魏
立
九
品
。
権
時
之
制
。
未
見
得
人
。
而
有
八
損
。
首
上
寧
日
。
臣
聞
。
立
政
者
以
官
才
為
本
。
…
…
今
立
中
正
。
定
九
品
。
高
下
任
意
。
栄
辱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
一
八
号
無
手
。
操
人
主
之
威
福
。
奪
天
朝
之
権
勢
。
…
…
天
下
詔
謳
。
謹
話
品
、
位
。
不
聞
権
譲
。
霧
詩
聖
朝
恥
之
。
夫
名
状
以
当
単
為
清
。
品
都
門
得
実
年
平
。
…
…
今
一
国
之
青
函
者
千
数
。
或
流
説
異
邦
。
霜
取
給
馬
方
。
…
…
上
中
正
知
与
不
知
其
当
品
状
。
習
習
於
台
府
。
納
曽
於
流
言
。
…
…
凡
所
以
立
品
設
状
者
。
求
人
才
、
以
被
物
也
。
…
…
今
品
不
学
才
能
之
所
宜
。
而
以
九
等
為
例
。
需
品
取
人
、
或
非
才
能
之
所
長
。
以
状
取
人
。
則
為
本
馬
所
限
。
若
状
得
其
実
。
猶
品
状
相
妨
。
…
…
況
今
期
晶
、
所
疎
則
削
議
長
。
所
親
則
飾
其
短
。
…
…
前
九
品
詔
書
。
善
悪
罫
書
。
以
為
褒
財
。
当
時
天
下
少
有
所
忌
。
今
之
九
品
。
所
下
記
彰
其
罪
。
掌
上
不
列
長
島
。
…
…
難
職
名
中
正
。
実
為
姦
府
。
威
名
九
品
。
而
黒
八
損
。
…
…
愚
臣
以
為
。
興
言
中
正
、
除
九
品
。
棄
魏
氏
之
弊
政
。
立
一
代
言
美
制
。
講
書
。
優
詔
答
之
。
後
干
空
衛
雍
等
共
表
。
宜
省
九
品
。
復
古
郷
議
里
選
。
帝
寛
不
施
行
。
」
　
こ
の
有
名
な
記
事
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
宮
川
博
士
の
「
六
朝
史
研
究
、
政
治
社
会
篇
」
や
、
宮
崎
博
士
の
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
に
つ
ま
び
ら
か
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
蛇
足
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
魏
の
時
設
け
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
引
き
つ
が
れ
た
九
品
の
制
が
、
西
晋
初
頭
に
お
い
て
既
に
大
き
な
欠
陥
を
示
し
、
武
帝
も
そ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
皆
伝
に
み
え
る
、
「
除
中
正
、
九
品
之
制
」
　
「
除
九
品
」
と
か
、
　
「
罷
中
正
、
除
九
品
」
と
か
、
　
「
省
九
品
」
と
か
い
う
時
の
「
除
」
や
「
省
」
は
、
何
れ
も
弊
法
と
し
て
の
九
品
の
制
を
、
　
の
ぞ
く
、
は
ぶ
く
と
い
う
意
に
読
む
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
こ
の
両
記
事
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
ω
魏
は
権
時
之
制
と
し
て
の
九
品
を
た
て
た
。
ω
そ
れ
は
今
日
（
西
寺
初
頭
）
に
も
引
き
つ
が
れ
、
　
（
州
郡
）
中
正
の
定
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
㈲
し
か
し
、
そ
れ
は
人
才
を
あ
げ
る
に
充
分
な
方
法
で
は
な
い
。
ω
よ
ろ
し
く
、
中
正
及
び
九
品
を
省
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
一
方
、
孫
引
宣
帝
除
九
品
議
と
曹
義
の
九
品
議
に
つ
い
て
み
る
に
、
ω
九
品
＝
一
と
い
う
の
は
、
魏
朝
初
期
の
郡
中
正
時
代
の
九
品
で
あ
る
こ
と
、
ω
九
品
の
実
態
に
よ
れ
ば
、
郡
中
正
は
人
才
を
き
わ
め
得
な
い
と
い
え
る
。
㈲
州
中
正
を
お
い
て
も
一
州
は
広
い
か
ら
、
州
中
正
の
み
で
人
才
を
究
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
西
晋
初
頭
の
議
論
と
、
こ
の
宣
帝
、
曹
義
の
議
論
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、
両
者
の
主
張
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
　
先
ず
、
こ
の
前
朝
初
期
の
記
事
に
い
う
九
品
と
、
魏
代
記
事
に
み
る
九
品
と
は
、
同
じ
も
の
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
衛
雍
伝
や
劉
認
可
の
九
晶
は
、
魏
朝
の
初
、
九
品
の
制
が
権
時
の
制
と
し
て
た
て
ら
れ
て
か
ら
、
引
き
つ
づ
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
即
ち
、
魏
か
ら
西
晋
初
頭
ま
で
変
化
の
な
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
選
評
帝
や
曹
義
の
議
論
に
み
え
る
九
品
は
、
明
か
に
、
州
中
正
設
置
前
の
九
品
、
即
ち
、
郡
中
正
時
代
の
九
品
を
さ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
両
者
の
論
じ
て
い
る
九
品
は
、
実
は
同
じ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
前
挿
群
書
石
季
龍
載
記
に
「
魏
始
建
部
晶
管
制
。
三
年
一
清
定
之
。
…
…
従
爾
以
来
。
遵
用
無
改
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
　
次
に
、
魏
代
の
　
（
郡
）
中
正
、
西
部
の
　
（
州
郡
）
中
正
の
関
係
す
る
九
界
は
、
何
れ
も
人
才
を
挙
げ
る
に
充
分
な
方
法
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
共
通
し
て
い
る
。
　
こ
う
み
る
と
、
魏
朝
初
め
に
設
け
ら
れ
た
郡
中
正
の
み
に
よ
る
九
品
の
制
は
、
そ
の
後
州
中
正
が
置
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
等
本
質
的
な
変
革
な
く
、
西
晋
初
頭
ま
で
つ
ず
き
、
そ
の
欠
点
も
同
様
な
も
の
と
し
て
魏
及
び
西
晋
初
の
人
々
に
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
晋
初
頭
で
は
、
そ
の
よ
う
な
中
正
及
び
九
品
は
よ
ろ
し
く
省
く
べ
し
と
主
張
さ
れ
て
い
る
、
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
た
魏
代
に
お
い
て
、
同
様
な
、
中
正
及
び
九
品
を
省
く
べ
し
と
い
う
議
論
が
起
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
即
ち
、
晋
宣
帝
の
除
九
品
議
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
　
「
九
品
を
除
き
、
（
郡
中
正
を
や
め
、
）
州
大
中
正
を
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
、
改
革
意
見
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
以
上
の
如
く
、
こ
の
場
合
の
「
除
」
は
、
越
智
氏
の
見
解
に
従
っ
て
、
の
ぞ
く
と
読
ん
で
お
き
度
い
。
　
さ
て
、
魏
の
郡
中
正
時
代
の
九
品
と
、
西
晋
初
の
州
郡
中
正
時
代
の
九
品
と
が
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
第
一
に
は
、
魏
代
に
お
け
る
、
九
品
を
除
き
、
州
中
正
を
お
く
べ
し
と
の
宣
帝
の
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魏
代
に
お
い
て
九
品
の
制
に
お
け
る
大
き
な
変
革
、
或
は
九
品
除
去
と
い
う
如
き
こ
と
は
起
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
に
は
、
西
語
の
九
品
が
、
中
正
に
よ
っ
て
上
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
魏
の
九
品
も
、
郡
中
正
が
人
才
を
究
め
得
な
い
と
す
る
、
そ
の
人
物
評
価
と
し
て
の
九
品
で
あ
る
、
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
先
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
み
る
に
、
次
の
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
宣
帝
は
そ
れ
ま
で
の
九
品
を
廃
し
、
州
中
正
を
設
け
よ
う
と
い
う
改
革
案
を
出
し
、
曹
爽
一
派
の
反
対
に
あ
っ
て
一
旦
は
ひ
っ
こ
め
た
が
、
嘉
平
初
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
州
中
正
を
設
け
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
、
州
中
正
は
設
け
ら
れ
た
も
の
の
、
九
品
の
改
革
と
か
廃
止
は
な
く
、
州
中
正
と
九
品
と
は
併
置
さ
れ
た
、
と
い
う
よ
り
も
、
西
晋
初
頭
で
も
な
お
翁
面
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は
魏
初
以
来
の
九
品
の
つ
づ
い
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
実
は
、
州
中
正
は
寧
ろ
九
品
（
の
制
）
の
中
に
包
み
込
ま
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
こ
と
は
、
宣
帝
に
よ
っ
て
、
（
郡
中
正
と
）
九
品
を
除
き
、
州
中
正
を
お
く
べ
し
と
提
議
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
九
品
（
の
制
）
と
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
州
中
正
と
は
、
本
質
的
に
は
何
等
矛
盾
対
立
す
る
如
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
越
智
重
明
氏
が
「
清
議
と
郷
論
」
（東
m
学
級
4
8
の
一
）
な
る
論
文
に
お
い
て
、
西
晋
時
代
の
郡
国
中
正
に
つ
い
て
、
　
「
当
時
郡
国
の
中
正
が
そ
の
郡
国
を
直
接
的
な
管
轄
地
と
す
る
と
同
時
に
、
州
大
中
正
の
補
佐
官
乃
至
次
官
的
性
格
」
を
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
、
そ
の
郡
国
中
正
の
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
機
能
と
中
正
制
内
の
地
位
に
よ
っ
て
、
明
か
に
裏
書
き
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
　
次
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
前
述
宣
命
の
議
と
曹
義
の
意
見
に
よ
る
と
、
両
者
が
共
通
に
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
人
物
調
査
が
中
正
に
よ
っ
て
よ
く
行
わ
れ
う
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
並
置
は
、
郡
中
正
で
は
人
才
を
究
め
得
な
い
か
ら
、
　
九
品
を
は
ぶ
い
て
州
中
正
を
お
く
べ
し
と
い
い
、
　
曹
義
は
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
州
中
正
の
み
で
は
調
査
不
可
能
で
、
結
局
は
郡
の
先
達
に
き
く
の
外
は
な
い
、
　
（
そ
れ
な
ら
ば
無
理
に
九
品
を
は
ぶ
く
必
要
は
な
か
ろ
う
）
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
宣
帝
の
意
見
に
よ
る
と
、
　
「
郡
中
正
は
人
才
を
き
わ
め
得
な
い
か
ら
、
九
品
を
除
け
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
九
品
と
は
、
人
才
を
究
め
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
段
、
或
は
人
才
を
き
わ
め
よ
う
と
す
る
結
果
と
し
て
で
て
き
た
も
の
を
指
す
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
九
品
を
除
け
と
い
う
場
合
は
、
人
才
を
き
わ
め
る
為
の
具
体
的
働
き
を
す
る
郡
中
正
を
除
く
こ
と
を
含
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
一
方
曹
義
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
州
中
正
が
置
か
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
助
け
る
も
の
と
し
て
郡
の
先
達
し
か
な
く
、
郡
中
正
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
如
く
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
州
中
正
が
置
か
れ
た
場
合
は
、
九
品
が
除
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
共
に
、
郡
中
正
も
廃
止
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
先
引
の
よ
う
に
、
越
智
氏
が
宣
帝
の
議
を
解
し
て
、
　
「
旧
来
の
郡
中
正
を
中
心
と
す
る
九
品
と
い
う
選
挙
制
度
を
除
い
て
、
新
た
に
州
大
中
正
を
中
心
と
す
る
選
挙
制
度
を
設
け
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
九
品
を
除
く
の
中
に
は
、
郡
中
正
を
除
く
も
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
九
人
制
除
く
の
中
に
は
、
郡
中
正
を
除
く
を
含
ん
で
い
る
と
解
す
る
と
、
宣
帝
の
意
見
は
、
　
「
郡
中
正
は
今
や
人
才
を
究
め
得
な
い
こ
と
明
か
で
あ
る
か
ら
、
　
（
郡
中
正
と
、
そ
れ
に
よ
る
）
九
品
の
制
を
除
き
、
か
わ
り
に
州
に
大
中
正
を
お
い
て
人
才
を
き
わ
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
曹
義
の
意
見
は
、
　
「
（
郡
中
正
と
）
九
品
の
制
を
除
き
、
州
大
中
正
の
制
を
設
け
て
も
人
才
は
究
め
難
い
か
ら
、
結
局
は
郡
の
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
　
第
’
八
号
機
に
た
よ
る
外
は
な
い
。
　
（
そ
れ
な
ら
ば
九
品
、
郡
中
正
を
除
く
必
要
は
な
か
ろ
う
。
）
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
宣
帝
の
除
九
品
議
や
辞
義
の
九
品
議
に
い
う
九
品
と
は
、
郡
中
正
に
よ
る
九
品
、
即
ち
器
品
九
品
を
さ
す
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
魏
初
の
九
品
、
魏
中
期
の
九
品
に
つ
い
て
考
え
た
結
果
、
賢
路
最
初
の
明
王
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
九
品
は
宮
窪
九
品
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
九
十
は
、
中
正
に
よ
る
九
品
、
郷
民
九
品
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
西
晋
初
頭
に
「
九
品
町
制
」
（
例
え
ば
芳
書
3
6
衛
璃
伝
）
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
　
「
（
中
正
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
）
郷
品
九
品
の
制
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
結
　
語
　
さ
て
先
に
指
摘
し
た
如
く
、
　
「
州
中
正
は
（
郡
中
正
に
よ
る
）
九
品
（
の
制
）
に
包
み
込
ま
れ
た
」
と
す
る
な
ら
ば
、
魏
の
郡
中
正
時
代
の
九
品
の
制
、
即
ち
、
「
郡
中
正
に
よ
っ
て
比
島
九
品
を
与
え
る
」
と
い
う
選
挙
制
に
お
け
る
基
本
線
は
、
郡
中
正
、
及
び
九
品
を
除
き
、
そ
の
代
り
に
設
け
た
い
と
宣
帝
が
考
え
、
そ
の
通
り
に
州
大
中
正
が
設
け
ら
れ
た
後
も
、
ず
っ
と
貫
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
、
宣
帝
の
三
九
町
議
に
み
る
考
え
方
と
は
全
く
相
反
す
る
わ
け
で
、
実
際
に
は
、
宣
帝
の
意
見
は
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
嘉
平
初
年
の
州
大
中
正
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
何
等
の
急
激
な
変
革
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
一
体
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
　
先
ず
は
じ
め
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
郡
中
正
、
九
品
の
制
は
、
宣
帝
が
そ
の
廃
止
を
考
え
た
頃
に
は
、
既
に
設
置
以
後
、
三
十
年
近
く
を
経
て
い
て
、
い
ま
更
、
全
面
的
改
廃
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
夏
曇
霞
が
正
始
の
初
年
頃
、
太
傅
司
馬
宣
王
に
時
事
に
つ
い
て
の
意
見
を
上
っ
た
も
の
に
も
、
　
「
自
郷
郡
中
正
、
品
度
悪
才
之
来
。
有
年
載
ム
矢
。
緬
緬
紛
紛
。
未
聞
整
斉
。
」
（
魏
志
9
夏
侯
玄
伝
）
と
い
っ
て
い
る
如
く
、
当
時
の
郡
中
正
は
可
な
り
恣
意
的
な
人
物
評
を
下
し
た
例
（
魏
志
2
3
常
林
伝
注
脚
魏
略
、
江
嘉
、
蹟
苗
に
関
す
る
記
輿
参
照
）
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
し
か
し
夏
侯
玄
も
い
う
如
く
、
兎
に
も
角
に
も
郡
中
正
の
官
才
を
品
度
す
る
仕
事
は
ほ
ぼ
三
十
年
つ
づ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
制
の
根
本
的
変
革
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
抑
も
司
馬
氏
の
州
中
正
設
置
の
意
図
は
、
そ
の
勢
力
の
強
化
の
為
に
こ
の
制
を
利
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
些
事
法
の
研
究
）
即
ち
、
　
州
大
中
正
設
置
に
よ
っ
て
中
央
集
権
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
に
は
、
郡
の
輿
論
代
表
と
し
て
の
郡
中
正
、
郡
中
正
に
よ
る
九
型
の
制
を
除
去
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
魏
初
以
来
三
十
年
、
最
早
貴
族
化
し
つ
つ
あ
っ
た
地
方
出
身
豪
族
達
と
の
妥
協
の
為
に
は
彼
等
の
よ
っ
て
立
つ
郡
中
正
を
黙
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
州
、
郡
中
正
制
と
い
う
、
二
重
構
成
の
人
物
評
価
制
度
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
こ
の
妥
協
を
当
時
の
政
情
に
即
し
て
考
え
て
み
れ
ば
、
当
時
の
司
馬
氏
の
勢
力
は
必
ず
し
も
安
定
し
た
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
に
は
、
例
え
ば
こ
の
州
大
中
正
設
置
を
め
ぐ
る
問
題
の
起
っ
た
こ
ろ
、
司
馬
君
王
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
て
寝
番
一
派
を
族
甘
し
た
が
、
そ
れ
は
嘉
平
元
年
正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
二
年
正
月
に
は
、
　
「
帝
（
宣
誓
）
逓
送
不
任
朝
請
。
毎
有
大
事
。
天
子
親
幸
第
以
比
量
焉
。
」
（
晋
寄
1
宣
帝
紀
）
と
い
わ
れ
る
如
く
、
久
し
く
病
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
翌
三
年
八
月
に
は
京
師
で
死
ん
で
い
る
（
同
ヒ
）
。
嘉
平
二
年
正
月
に
既
に
久
し
く
病
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ら
、
ク
ー
デ
タ
ー
間
も
な
く
病
に
か
か
っ
た
と
推
定
で
き
ぬ
こ
と
も
な
い
。
州
大
中
正
設
置
は
勿
論
ク
ー
デ
タ
ー
の
後
で
あ
る
か
ら
、
も
し
郡
中
正
、
九
品
が
絶
対
に
廃
止
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
な
ら
兎
も
角
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
司
馬
勢
力
の
不
安
定
の
時
期
に
大
き
な
変
革
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
郡
中
正
、
九
品
の
制
も
存
続
し
つ
つ
、
州
大
中
正
を
加
え
る
と
い
う
形
で
の
改
革
、
妥
協
が
行
わ
れ
た
と
見
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
よ
う
。
　
更
に
第
二
に
は
、
曹
爽
勢
力
の
一
掃
後
と
難
も
、
司
馬
氏
の
対
立
勢
力
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
王
乳
、
諸
葛
誕
、
恥
丘
倹
、
文
欽
の
如
き
諸
将
、
三
豊
、
夏
侯
玄
、
張
輔
の
如
き
中
央
官
僚
は
、
司
馬
氏
と
抗
争
し
て
、
次
々
と
族
諌
を
加
え
ら
れ
た
が
、
司
馬
氏
が
完
全
に
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
漸
く
甘
露
三
年
（
D
8
．
「
O
A
2
）
、
即
ち
、
州
大
中
正
設
置
か
ら
ほ
ぼ
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
宮
川
陣
士
、
「
六
朝
史
研
究
、
政
治
、
挫
会
篇
」
第
二
章
禅
譲
に
よ
る
モ
朝
革
命
の
研
究
の
条
参
照
）
。
而
も
曹
爽
一
派
に
族
諌
を
加
え
て
以
来
、
こ
れ
ら
対
立
勢
力
に
は
殆
ど
族
謙
を
加
え
て
い
る
の
で
（程
�
z
氏
「
九
朝
律
考
」
夷
三
族
の
条
参
照
）
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
諸
勢
力
を
徹
底
的
に
壊
滅
せ
ね
ば
司
馬
氏
勢
力
の
確
立
が
で
き
難
い
と
い
う
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
当
時
の
司
馬
氏
に
と
っ
て
、
郡
中
正
、
九
品
の
制
を
除
く
こ
と
を
強
行
す
る
よ
り
も
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
と
し
な
が
ら
、
そ
の
上
に
州
大
中
正
を
設
け
、
そ
の
州
大
中
正
を
司
馬
氏
を
中
心
と
し
て
運
営
す
る
と
い
う
、
　
一
種
の
妥
協
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。　
筆
者
は
一
応
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
は
み
た
が
、
し
か
し
、
司
馬
宣
王
は
何
故
に
あ
の
よ
う
な
九
品
を
除
く
の
議
、
誰
か
ら
で
も
直
ち
に
反
撃
を
く
い
そ
う
な
隙
だ
ら
け
の
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
の
疑
問
は
除
き
難
い
も
の
が
あ
る
。
曹
義
の
反
簸
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
あ
の
よ
う
な
反
撃
を
く
う
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
す
る
と
、
あ
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
真
意
は
、
蛍
－
に
、
郡
中
正
、
九
晶
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
裏
に
か
く
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
こ
の
提
案
は
、
寧
ろ
曹
爽
勢
力
を
早
く
挑
発
し
て
、
司
馬
氏
勢
力
と
衝
突
せ
し
め
よ
う
と
す
る
謀
略
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
勿
論
こ
れ
は
単
な
る
憶
測
で
は
あ
る
が
、
あ
の
提
案
の
本
当
の
意
味
は
恐
ら
く
は
こ
の
辺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
晋
書
（
2
）
景
帝
紀
に
、
　
「
宣
帝
之
将
諌
曹
爽
。
深
謀
秘
策
。
独
与
（
景
）
帝
潜
図
。
…
…
初
（
景
）
帝
陰
養
死
士
三
千
。
散
在
人
間
。
至
是
一
朝
而
集
。
衆
莫
知
所
出
也
。
」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
単
な
る
憶
測
と
　
　
九
品
の
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
矢
野
）
も
い
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
越
智
重
明
氏
「
魏
丁
目
伐
の
州
大
中
止
の
制
」
（
東
洋
史
蝉
船
輯
）
第
一
節
参
照
）
（
本
論
文
は
昭
和
四
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
、
行
政
制
度
の
史
的
研
究
」
の
分
担
報
告
の
一
部
で
あ
る
）
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
五
